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（1） Poor as he is, he is happy.
まず，これまで指摘されてきた 3点を挙げる。①この文は「情意の濃い表現」（以下，「情









市川（1954）は XXIII節で Young as I amついて詳細に論じている。ポイントを整理
しておこう。
（2） Young as he was, he was not unequal to the task.
（若いけれど彼はその仕事に堪える力がないではなかった）






「譲歩（concessive）」とは限らない。「Young as I amは「私のように若くって」であって，




Young as I amの起源は 18 世紀ごろの As young as I amという形式であり，As I am 
youngからの倒置ではない 3。（4）がその例として挙げられている。
（4） As universal a practice as lying is, and as easy a one as it seems, I do not
　　 remember to have heard three good lies in my conversation.
（5）は as…asの初めの asが落ちた例とみなすことができる。




Young as I amの as I amの部分については，「ほんの挿入的の句で力を添えるために
入れたまでである。」（187-188）とし，（5）の文についても「as you areはやはり挿入句
でmadmanであることを強めるために添えたものである。」（188）としている。
観察Ⅲ（予備）：as以下の部分は「強調」の意を添える挿入句で，Young as I am
は Young一語で済ませず as I amを回し入れた「迂言（periphrasis）」
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（6）a. Young as he was, he was not unequal to the task.
 b. Whichever you may take, I will not object to it.
 c. Turning to the right, you will soon come to the stone bridge.





Ⅲ（予備）については，直接（6a）の as he wasについて言及していないが，この接続詞
なしの構文，つまり並置構文が「主観の情的要素が多分に含まれて居る」（206），「Young 






（7） Bedeutendes gibt sich einfach, einfach wie es ist.
（有意義な事柄に限って単純な形を取ってあらわれる。けだしそれ自体が単純
なものだからである。）（下線は筆者，「なにしろ頗る」ともある）
後半部の einfach wie es istが英語の simple as it isに対応する。観察 Iに関し，「『そは
簡単なるがゆえに』（即ち as it is simple）の意になり，時とすると，『そは簡単なりとい
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えども』（即ち simple though it isと同意）になりますが，ドイツ語もほぼ同じです。」（110）
と述べている。観察Ⅱについては，einfach, einfach wie es ist.が einfachという語がコ
ンマで繰り返されている点をとらえ「こういう風に，同一単語をコンマ一つ距てて鉢合せ
させる修辞法は，古典語以来有名な修辞法」（110-111）とし，観察Ⅲに関わってはコンマ
後の wie es ist（E. as it is）については「いわば余計な飾りものなのでなんなら無くても
よい」（111）とし，（8）の文を挙げている。





（9） a. Bedeutendes, einfach wie es ist, bleibt manchen unzugänglich.
（本当に値打ちのある事柄というものは，ごく何でもないようでいて，しか
も多くの人には歯がたたぬとしたものだ。）
 b. So jung es war （年こそ若けれ）
 c. So arm ich bin （貧乏はしているが）
さらに So wie es ist（『そうしたもの』）という形式に関し，「…wie…の形式には，wie
の前に何か形容詞または副詞のようなものが要りますが，時には何等そういうものを用い
ないで，単に soだけで間に合わせることがあります。」（114）と述べている。

























 b. ModE asは接続詞として重要なはたらきをしているが，その語源は OE
（Anglican）alswaで，原義は all-so（=wholly so）ということで swa（=so）












































（15）a. Iモード：Interactional mode of cognition；状況密着的な認知モード
 　「主体化」を伴う
























さて，当該構文には「迂言」表現（Poor as he is）が含まれていると考える。強い「情
意」をもって「主体化」された場合，知的意味には貢献しない迂言要素が言語化される場
合がある。











































（23）a. Kuniko's clothing was much more refined than mine, and she wore 
zori; but being the village girl I was, I chased her out into the woods 
barefoot until I caught up to her at a sort of playhouse made from the 
sawed-oﬀ branches of a dead tree.  Memoirs of a Geisha :27
 b. If you think that the solution to your conceptual problem might  apply to 
a practical one, formulate your problem as the pure research problem 
it is, then add your application as a forth  step:  
        （The Craft of Research :61）






（23b）は，論文作成の指南書である。the pure research problem it isの部分が迂言表現
である。「それこそ純粋な研究課題」という意味であろう。 （23c）については，江川（1991）が，
「Fool that I was（=I was such a fool）は感嘆文に近い独立要素で，先行詞の名詞は無冠
詞になる。（81）」と解説している 10。「感嘆」については，市川（op.cit.）も指摘している。
（25） Fool that I was!（ああわれながら愚かだった）などの exclamatory sentence
も一種の ellipsis（省略法）であって appositive sentenceだけ残ったものと見る。
完全に言えば，Fool that I was, I believed everything he said.などのように
後に何か来るところである。（188）
（23c）は並置構文でもあり迂言表現を含む表題の文との並行性はもはや明らかである 11。
（23a,b）の下線部内の I was/it isの部分は，英文法の参考書では，（26）の文に見られる「主
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格補語を先行詞とする関係代名詞の省略」（e.g. 細江（1971:374））として扱われる。
（26）a.That’s the sort of man I am.
 b. You are the man I say you are. （下線は筆者）
記述的にはその通りだが，本稿での考察を通して見つめ直せば次のようになる。




（28）a. She was the  landlady （i.e. the typical landlady）.  　　
 b. It is the  boot for present wear （i.e. the ideal boot）
 c. He’s the  Charles Morton （i.e. the famous…）　　　Zandvoort （1975:118）
６．まとめ
表題の文繰り返す。











































 The dative ethicus can be used mainly as ﬁrst person singular mir, a little marginally as second 
person singular dir, more marginally as first and second person plural uns/euch. The third 
person is impossible. Ogawa（1997:7）
9 詳しくは，半藤（2003）第８章を参照。
10 There is a related type of descriptive exclamation in which a noun phrase with the or zero 
article is followed by that and a subject and verb （normally be）:
 （The） fool that he is.　　　　　　（Quirk et.al. 1985:273n） 
11 迂言要素として言語化されるＳ＋Ｖの前の as, that, φ（zero）については稿を改める。
12 Although a/an  is used for descriptive exclamations such as What a fool （he is）!, there is also an 
exclamatory use of the  in The fool!, The silly boy! , etc. （Quirk et.al. 1985:273n）
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